






































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴　 　　　　　　 、 　 　 　　　　 　 　 　 　　　　　　 　 　 　　　　　　 　 　’
　※点線の枠が「総合的な学習の時間」。
　　学習内容・方法に応じてリンクする領域がアメーバのように変わる。
　　　　図1　総合的な学習の時間のアメーバ的活用システム（長沼私案）
（2）求められる教員の意識改革
　次に、ボランティア学習を効果的にすすめるための教員の課題を、求め
られる意識改革の観点から2つ述べる。
　第1に、知識伝達ではない学習を受け入れられるか、という点について
述べる。すでに述べたように、新しい教育課程のもとでボランティア学習
をすすめる際、オープンエンドなタイプの学習展開もありうる（特に総合
的な学習の時間の取り組みでは可能性が高い）。また、児童・生徒の興味・
関心を生かした取り組みでは、必ずしも教員が計画した学習過程の通りに
はならないこともありうる。そのような形の学習の在り方を教員が受け入
れることができるかどうか、ということである。また、社会的課題への接
近をテーマとした学習の場合には、生徒と教員が一緒に学ぶ場面（教員が
初めて知る事柄の存在する場面）もありうる。教員が知っていることを生
徒に伝達するという知識伝達型（あるいは知識注入型）の教育に慣れた教
員には、多少の意識改革が求められるだろう。
　第2に、以上をふまえて今後の教員養成に求められるものについて述べ
る。平成12年度の新入生から適用される新しい教育職員免許法のもとで
は、教員免許状を取得するために必要な科目のうち、「教職に関する科目」
の必要単位が大幅に増加し（中学校免許で現行19単位から31単位へ）、
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より資質のある者の免許取得を期している。その増加した必修単位の中
に、ボランティア学習に関連したものとしては「総合演習」（2単位）が
あり、新しい教育課程のもとで実施される総合的な学習の時間に対応でき
る教員の養成が期待される。その養成課程でおこなわれる教育に求められ
るものとして、特にボランティア学習の観点からは以下の2点が挙げられ
る。
①ワークショップ形式の学習方法の理解とファシリテーターとしての
技術習得
　知識伝達型の教育ではない形式の学習方法として、例えば参加者が各々
の持ち味を生かしながら作り上げていくようなワークショップ型の学習が
ある。そのような型の学習を実際に体験し、その手法と意義を理解し、さ
らには、自らがファシリテーターとしてワークショップを運営できるよう
な技術をも習得することが求められる。このようなスキルは、特別活動や
総合的な学習の時間のみならず、教科の指導でも活用でき、教科指導の技
術力を向上させる契機にもなるものである。
　②社会的課題への関心と理解をもった人材の養成
　ボランティア学習の学習分野である環境、福祉、国際理解、人権、平和
などは、そのまま総合的な学習の時間の学習対象となることは前に述べ
た。したがって、そのような社会的な課題への関心と理解をもった人材を
育成し、総合的な学習の時間などでのボランティア学習実践が円滑におこ
なわれるようにしなければならない。教員になるために必要な素養として
は、教科に関する知識、人間性、児童・生徒に対する適切な教育観、表現
力、指導力など多様であるが、その中に、このような観点も加えておくこ
とが要請されるだろう。また、社会的な課題への接近は、知的理解のみな
らず、できれば体験的にかかわってみることも必要であり、その意味では
これから教員を目指す人材にとって、ボランティア学習の体験も必要とい
うことになろう。関係機関は、このような場を提供するよう努めなければ
ならない。
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おわりに
小・中・高等学校の新しい教育課程のもとで、ボランティア学習をすす
めるためには、さまざまな面で超えなければならないハードルがある。体
験的な活動を重視し、内容知だけでなく方法知をも獲得させるという教育
改革のねらいを達成させる上で、ボランティア学習は大きな役割を果たす
ものと考えられる。その実践にかかわる教員や関係者の努力に期待した
いo
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